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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
新
陰
流
殺
人
刀

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
１
５
８
Ｖ

【
作
者
名
】

　
阿
僧
祇

【
あ
ら
す
じ
】

　
戦
国
時
代
後
期
…
…
剣
豪
・
上
泉
伊
勢
守
は
、
弟
子
１
人
を
つ
れ
て
放
浪
旅
。

弟
子
は
秘
伝
「
活
人
剣
」
「
殺
人
刀
」
を
教
え
て
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
師
匠

は
謎
か
け
を
す
る
ば
か
り
。
そ
ん
な
と
き
…
…
食
い
詰
め
浪
人
が
子
供
を
人
質

に
と
っ
て
立
て
篭
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
行
き
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
は
た
し

て
、
新
陰
流
の
秘
伝
は
発
揮
さ
れ
る
の
か
？
　
歴
史
的
挿
話
を
題
材
に
し
ま
し

た
。
　
／
　
８
ｐ
を
想
定
し
た
漫
画
脚
本
の
形
式
で
す
。
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（
前
書
き
）

■
解
説
＞

　
８
Ｐ
想
定
、
牧
歌
的
な
ム
ー
ド
の
、
実
話
ベ
ー
ス
な
剣
豪
物
で
す
。
時
代
は

戦
国
時
代
後
期
。

　
少
し
難
解
気
味
の
考
え
オ
チ
で
す
け
れ
ど
、
短
く
て
も
そ
の
場
で
終
ら
ず
長

く
楽
し
め
る
話
に
し

た
く
て
こ
う
し
て
み
ま
し
た
。

■
粗
筋
＞

　
戦
国
時
代
後
期
。

　
剣
の
名
人
・
上
泉
伊
勢
守
と
門
弟
の
疋
田
文
五
郎
は
、
極
意
の
話
を
し
な
が

ら
の
気
ま
ま
な
放
浪
旅

の
途
中
、
浪
人
者
が
子
供
を
人
質
に
と
っ
て
あ
ば
ら
家
に
立
て
篭
も
っ
た
と
こ

ろ
へ
行
き
遭
っ
て
し
ま

う
。

■
人
物
＞

伊
勢
：
上
泉
伊
勢
守
信
綱
。
求
道
的
だ
が
穏
や
か
な
表
情
の
初
老
の
武
士
。
新

陰
流
剣
術
の
創
始
者
で
、

　
大
勢
の
達
人
名
人
を
門
弟
に
持
つ
。
流
浪
前
は
上
州
（
群
馬
県
）
の
大
胡
城

城
主
で
、
武
田
信
玄
の

　
大
軍
と
互
角
に
戦
い
、
信
玄
を
感
動
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
味
方
将
士
の
生
活

と
自
分
の
自
由
を
条
件

　
に
降
伏
。
各
地
を
放
浪
し
て
剣
術
を
教
え
て
い
る
。
元
ネ
タ
を
知
っ
て
る
人

も
楽
し
め
る
よ
う
に
、

　
名
前
は
最
終
ペ
ー
ジ
ま
で
出
し
ま
せ
ん
。

文
五
郎
：
疋
田
文
五
郎
。
伊
勢
の
従
者
で
愛
弟
子
で
も
あ
り
、
流
浪
に
付
き
従
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う
若
者
。
後
に

　
剣
の
達
人
と
な
っ
て
疋
田
陰
流
と
い
う
剣
術
流
派
を
拓
く
が
、
こ
の
時
点
で

は
ま
だ
修
行
中
。

浪
人
者
：
食
い
詰
め
の
取
り
込
み
者
。
痩
せ
て
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
目
の
戦
国
浪
人
。

村
長
：
む
ら
お
さ
。

坊
主
：
旅
の
坊
さ
ん
。
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［
１
］

□Ｔ
「
新
陰
流
殺
人
刀
」

し
ん
か
げ
り
ゅ
う
さ
つ
に
ん
と
う

　
　
土
手
の
斜
面
の
よ
う
な
草
っ
原
で
、
伊
勢
、
刀
と
風
呂
敷
包
み
を
枕
に
、

あ
お
む
け
に
な
り

　
　
上
機
嫌
で
雲
を
見
て
い
る
。

　
　
そ
の
側
に
座
っ
て
、
水
筒
の
竹
筒
を
手
に
し
て
い
る
文
五
郎
。

　
　
タ
イ
ト
ル
の
殺
伐
な
響
き
と
、
扉
絵
の
の
ん
び
り
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
対
称

的
。

［
２
］

□　
　
文
五
郎
、
水
筒
に
栓
を
し
つ
つ

文
五
郎
「
で
は
先
生
…
」

伊
勢
「
う
ん
？
」

□文
五
郎
「
新
陰
流
に
は
『
殺
人
刀
』
と
『
活
人
剣
』
と
い
う
、

さ
つ
に
ん
と
う

か
つ
じ
ん
け
ん

　
二
つ
の
極
意
が
あ
る
の
で
す
ね
？
」

□　
　
伊
勢
、
雲
を
見
た
ま
ま
、

伊
勢
「
あ
あ
、
そ
う
だ
。
殺
人
刀
は
相
手
を
『
殺
』
す
。
活
人
剣
は
相
手
を
『

活
』
か
す
。
」

文
五
郎
「
そ
の
ふ
た
つ
の
極
意
を
、
私
も
い
つ
か
は
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
」

□伊
勢
「
う
ー
ん
…
」

　
　
考
え
込
ん
で
困
っ
て
し
ま
う
伊
勢
。
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伊
勢
「
文
五
郎
の
場
合
は
…
そ
う
だ
な
あ
…
」

□　
　
伊
勢
、
体
を
起
こ
す
。

伊
勢
「
気
が
つ
い
た
と
き
が
極
意
を
得
ら
れ
る
と
き
、
か
な
。
」

文
五
郎
（
汗
）
「
は
？
」

［
３
］

□　
　
伊
勢
、
立
ち
上
っ
て
刀
や
風
呂
敷
包
み
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

伊
勢
「
殺
人
刀
も
活
人
剣
も
、
と
っ
く
に
教
え
こ
ん
で
あ
る
。
お
ぬ
し
が
自
分

の
体
の
中
に
そ
れ
を

　
見
つ
け
た
と
き
、
極
意
は
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
さ
。
」

□　
　
文
五
郎
、
困
惑
。

□　
　
伊
勢
、
土
手
を
登
り
出
し

伊
勢
「
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
う
。
急
ぐ
旅
じ
ゃ
あ
な
い
が
、
怠
け
て
て
も
し
ょ
う
が

な
い
。
」

文
五
郎
「
は
、
は
い
。
」

□　
　
二
人
、
街
道
を
歩
い
て
い
る
。

　
　
先
に
伊
勢
、
三
歩
遅
れ
て
左
後
側
に
文
五
郎
。

　
　
（
注
：
時
代
考
証
の
問
題
で
、
右
後
側
に
は
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
、

、
、
）

文
五
郎
「
こ
れ
か
ら
ど
ち
ら
へ
？
」

伊
勢
「
そ
う
さ
な
あ
。
肥
後
の
丸
目
を
訪
ね
る
か
、
大
和
の
柳
生
に
会
い
に
行

く
か
…
…
。
い
っ
そ

　
風
の
向
く
ま
ま
に
ま
か
せ
る
か
。
」

□
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ざ
わ
ざ
わ
…
…

　
　
前
方
に
、
一
見
の
あ
ば
ら
家
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
手
前
に
村
人
達
が
集

ま
っ
て
い
る
。
村
長
や

　
　
坊
主
も
い
る
。

□伊
勢
「
文
五
郎
」

文
五
郎
「
は
っ
」

　
　
　
タ
ッ

　
　
　
走
っ
て
前
へ
出
る
文
五
郎
。

［
４
］

□
　
（
以
下
は
あ
ば
ら
家
か
ら
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
）

伊
勢
「
取
り
篭
み
者
？
」

□文
五
郎
「
は
い
。
村
人
に
よ
れ
ば
、
こ
の
先
の
あ
ば
ら
家
に
、
子
供
を
人
質
に

と
っ
た
浪
人
が
立
て

　
篭
も
っ
て
る
と
い
う
話
で
す
。
」

伊
勢
「
や
れ
や
れ
…
…
」

　
　
周
囲
で
ひ
そ
さ
ひ
そ
話
し
合
っ
て
る
村
人
達
。

□　
　
伊
勢
、
天
を
見
て
嘆
息
。

伊
勢
「
腹
が
減
っ
た
か
や
け
に
な
っ
た
か
…
…
」
「
今
、
戦
国
と
人
の
言
う
…

生
き
難
い
時
代
に
生
き

　
て
る
も
の
よ
、
み
ん
な
。
な
あ
、
文
五
郎
？
」

文
五
郎
「
は
っ
。
」

□文
五
郎
「
い
か
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
？
　
な
ん
な
ら
私
が
行
っ
て
、
一
刀
の
も

と
に
…
…
」

伊
勢
「
た
わ
け
。
子
供
が
捕
ま
っ
と
る
ん
じ
ゃ
ろ
。
」

□
ど
か
っ
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伊
勢
、
刀
を
鞘
ご
と
抜
い
て
そ
の
場
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
し
ま
う
。

伊
勢
「
し
か
た
が
な
い
。
新
陰
流
兵
法
の
極
意
、
よ
く
見
て
お
け
。
」

□　
　
ぞ
り
っ
　
ぞ
り
り
っ

　
　
伊
勢
、
小
刀
で
い
き
な
り
髪
を
剃
り
出
す
。

文
五
郎
「
え
！
？
　
せ
、
先
生
！
」

　
　
村
人
達
も
驚
い
て
見
て
い
る
。

［
５
］

□　
　
完
全
に
頭
を
丸
め
て
し
ま
っ
た
伊
勢
、
坊
主
に
。

伊
勢
「
和
尚
、
す
ま
ん
が
袈
裟
を
お
借
り
し
た
い
。
」

□　
　
伊
勢
、
袈
裟
を
身
に
つ
け
な
が
ら

伊
勢
「
誰
か
、
ア
ワ
飯
で
も
握
っ
て
き
て
く
れ
。
ふ
た
つ
頼
む
。
」

　
　
（
ア
ワ
飯
…
こ
こ
で
は
小
粒
の
粟
と
普
通
の
胚
芽
米
を
混
ぜ
て
炊
い
た
飯
、

と
解
釈
し
て
ま
す
）

□　
　
僧
形
と
な
り
あ
ば
ら
家
に
近
づ
い
て
い
く
伊
勢
。
刀
は
な
く
、
両
手
に
握

り
飯
。

　
　
あ
ば
ら
家
の
玄
関
口
に
は
抜
き
身
を
手
に
し
た
浪
人
者
が
。

浪
人
者
「
待
て
！
　
何
し
に
来
た
！
」
「
説
得
な
ら
無
駄
だ
ぞ
！
」

□伊
勢
「
説
得
な
ど
せ
ん
よ
。
子
供
が
腹
を
す
か
し
て
る
と
か
わ
い
そ
う
だ
、
握

り
飯
を
も
っ
て
来
た
ん

　
じ
ゃ
。
」

□伊
勢
「
ほ
ら
、
お
ぬ
し
の
分
も
あ
る
ぞ
い
。
」

　
　
伊
勢
、
握
り
飯
を
１
つ
、
高
く
放
り
投
げ
る
。

□
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浪
人
者
、
握
り
飯
に
目
を
奪
わ
れ
、
受
け
捕
ろ
う
と
し
て
、
上
を
見
な
が

ら
前
へ
出
る
。

［
６
］

□　
　
タ
ン
ッ
！

　
　
伊
勢
、
一
瞬
で
浪
人
者
の
す
ぐ
横
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
て
、
刀
を
奪
い
取

っ
て
い
た
。

　
　
浪
人
者
は
握
り
飯
を
捕
っ
た
ま
ま
、
目
を
見
開
い
て
硬
直
。

浪
人
者
「
な
っ
！
」

□　
　
バ
ッ

浪
人
者
「
ウ
ッ
！
」

　
　
も
う
ひ
と
つ
の
握
り
飯
が
浪
人
者
の
顔
に
叩
き
付
け
ら
れ
る
。
（
目
潰
し
）

［
７
］

□　
　
伊
勢
、
片
手
で
刀
を
振
り
上
げ
、

□　
　
ガ
ツ
ン
ッ
！
！

伊
勢
「
ム
ッ
！
」

　
　
刀
の
柄
で
浪
人
者
の
後
頭
部
を
叩
く
。
浪
人
者
、
衝
撃
で
倒
れ
る
。

□
　
伊
勢
を
取
り
囲
ん
で
喜
ん
で
る
村
人
達
。

　
　
伊
勢
、
袈
裟
を
脱
ぎ
な
が
ら

伊
勢
「
命
は
奪
っ
て
お
ら
ん
。
捕
ら
え
て
ご
領
主
様
に
差
し
出
し
な
さ
れ
。
」

村
長
「
あ
り
が
と
う
ご
ぜ
え
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ぜ
え
ま
す
！
！
」

□　
　
伊
勢
、
丸
坊
主
の
ま
ま
も
と
の
服
装
に
戻
っ
て
、
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伊
勢
「
で
は
行
こ
う
か
、
文
五
郎
。
」

□
　
夕
暮
れ
の
街
道
。

　
　
文
五
郎
、
大
喜
び
。

文
五
郎
「
先
生
！
　
た
し
か
に
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
　
相
手
を
生
か
し

た
ま
ま
下
す
、
新
陰
流
・

　
『
活
人
剣
』
の
極
意
！
」

伊
勢
「
…
…
活
人
剣
？
」

［
８
］

□　
　
伊
勢
、
立
ち
止
ま
っ
て
驚
い
た
顔
で
振
り
向
く
。

伊
勢
「
何
言
っ
て
る
ん
だ
、
馬
鹿
。
あ
り
ゃ
あ
『
殺
人
刀
』
じ
ゃ
な
い
か
！
」

「
相
『
手
』
を
『
殺
』

　
し
て
か
ら
捕
ま
え
た
だ
ろ
？
」

□　
　
文
五
郎
、
呆
然

文
五
郎
「
は
？
」

□文
五
郎
（
焦
）
「
あ
、
あ
の
…
…
先
生
…
…
？
」

　
　
伊
勢
、
頭
を
撫
で
つ
つ
溜
息
を
つ
い
て
が
っ
か
り
。

伊
勢
「
疋
田
文
五
郎
、
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
じ
ゃ
な
あ
。
」

□　
　
夕
暮
れ
の
街
道
を
す
た
す
た
と
去
っ
て
行
く
伊
勢
と
、
あ
わ
て
て
追
い
か

け
る
文
五
郎
。

伊
勢
「
で
も
ま
あ
…
…
お
ぬ
し
な
ら
い
ず
れ
自
力
で
悟
る
よ
。
精
進
、
精
進
…

…
。
」

文
五
郎
「
上
泉
先
生
ぃ
っ
…
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
－
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劇
終
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

新陰流殺人刀
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